第12回県政知事懇談
湯﨑英彦の地域の宝

チャレンジ・トーク
　　　　（東広島市）
と　き　平成2７年８月２２日（土）
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開　　会

○司会（豊田） 

はい。それでは皆さん，こんにちは。大変長らくお待たせをいたしました。
ただいまから，「湯﨑英彦の地域の宝チャレンジ・トーク」を開催いたします。

私は，広島県広報課の豊田と申します。本日は，チャレンジに向けて元気の出る会にしたいと思いますので，どうかよろしくお願いいたします。
（拍手）
知事挨拶
○司　会
それでは初めに，湯﨑英彦広島県知事がご挨拶を申し上げます。

（拍手）
●知事（湯﨑）
ありがとうございます。

皆様，こんにちは。（「こんにちは」の声あり）
今日は土曜日で，大変おいでにくい中を，たくさんの皆様にお集まりいただきまして本当にありがとうございます。
この，湯﨑英彦の地域の宝チャレンジ・トークですが，東広島市では，４回目の開催になりました。前回が平成24年の11月だったので，久しぶりだなという感じがしているのですが，また東広島に来ることができて，大変うれしく思っております。
ちなみにこのチャレンジ・トークは，県の各地域で開催をして，それぞれの地域でいろいろなチャレンジをされてる方に発表をいただいているのですが，各会とも，すごく元気をいただけるような会になっていまして，今日も４組の方に発表をいただくのですが，帰るときには皆さんも元気をいただいてお帰りいただければと思ってます。
ちなみに全県でこれまで65回開催をして，7,970名の方にこれまでご来場いただいたということなんで，今日をもってですね，めでたく8,000人を超えました（笑）ということで，おめでとうございます。（拍手）皆様のおかげでございます。
もともと，皆さんの発表をいただくということもありますけれども，地域のご意見を県政に役立てていきたいということでやっています。いろいろな意見を樽に詰めて，味噌樽のように発酵させるといい調味料ができるのではないかということでやってきたんですが，65回にもなるとさすがにかなり発酵してきまして（笑），でも県庁のいろいろな施策を考える上でも役に立っているのではないかなと思ってます。
今日，この会場に来る前に，２カ所市内を訪問させていただいていまして，１つは広島国際大学で，実は学生さんが，特に女子の皆さんが消防団に入っていただいていまして，その放水訓練を見せていただきました。
その後は「地域密着型特別養護老人ホームときわ」にお邪魔をしまして，ちょうど今日は地域の子供たちも参加をしていて，おむすびづくりであるとか，あるいはその他の地域でのさまざまな活動の状況などを拝見をさせていただいたところであります。

今日４組の皆様に事例発表をしていただくのですが，ゆっくりとその内容はお聞きいただくといたしまして，これが明日以降の糧になるとすばらしいなと思います。
ちなみにこの女子消防団の皆さんが，今年の10月に女子消防団員の放水競技大会というのが全国でありまして，それに出場される予定になっています。皆さんにお聞きしたら，優勝しますと，優勝目指していきますとおっしゃっていました。今日この場には来て――来られてないんですよね。きっと頑張ってくれると思いますので，皆さんも報告を楽しみにしていただければという感じです。
特別養護老人ホームときわ……。トキワ荘っていうのはあの有名な漫画家が集まるところですね（笑），
地域の皆さんも来てピザ窯でピザを焼かれたりするそうです。
ありがとうございます。ということで皆さん，これからどうぞよろしくお願いします。
（拍手）
○司　会
湯﨑知事，ありがとうございました。知事，それでは，檀上のお席の方へお移りください。
事例発表者紹介
○司　会
それでは，本日の事例発表者の皆さんをご紹介いたします。発表者の皆さんは，檀上の方へお上がりください。
それでは，ご紹介いたします。向かって左からです。結婚を希望する独身男女のために結婚支援活動に取り組まれているボランティアグループ「おせっかいおばさん」代表の松田和子さんです。（拍手）
続きまして，西条中央にある三ツ城古墳を1,000個のキャンドルでライトアップするイベントを開催するなど，地域が一体となり誇りを持てるようなまちづくりを行っておられます「三ツ城自治協議会」の役員の竹岡訓子さんと福村博士さんです。（拍手）
続きまして，11曲の童謡，唱歌をメドレー構成した日本の歌，四季の全校合唱など，和心を育む和文化学習に取り組まれております「市立中央中学校」３年生の岡田順行さんと下田怜奈さんです。（拍手）
続きまして，農業機械科に所属し，『木質系バイオマスエネルギー利用に向けた研究』をテーマに課題研究を進めておられる「県立西条農業高校」３年生の平賀進之助さんです。（拍手）
それでは，よろしくお願いします。どうもありがとうございました。
（拍手）

事例発表者の皆様は一旦お席にお戻りください。

ここからは湯崎知事にコーディネーターをお願いしたいと思います。それでは知事，よろしくお願いいたします。
事例発表
事例発表①
●知　事
それでは，よろしくお願いいたします。

早速，発表をお願いしたいと思います。
今日，事例発表をしていただく４組の皆様，ただいまご紹介があったとおりですが，地域や職場，あるいは学校などで積極的にいろいろな活動を取り組まれて挑戦を続けていらっしゃる方々です。
最初に発表いただきますのは，ボランティアグループ「おせっかいおばさん」代表の松田和子さんでございます。
改めてボランティアグループ「おせっかいおばさん」のご紹介をさせていただきますと，「おせっかいおばさん」の皆さんは，地域で結婚を希望する独身男女のために婚活パーティーの開催やお見合いなど，出会いの機会の提供に取り組んでいらっしゃいます。
また，「おせっかいおばさん」は，広島県が地域において婚活支援を行う団体として，「ひろしま出会いサポーターズ」というのを任命しているのですけれども，その第１号の任命を受けられてます。
平成24年から，これまでさまざまな婚活パーティーを開催をされていて，その数13回。これまで成立したカップルの数が何と80組。すごいですよね。そのうち，既に結婚をされたのは10組ということで，大変な実績をお持ちであります。
今日の発表のテーマは，地域における婚活事情です。
それでは，松田さん，よろしくお願いをします。
○事例発表者（松田）
初めまして，こんにちは。少々上がっております。よろしくお願いします。（拍手）
私たち「おせっかいおばさん」は，地元東広島市で結婚支援活動をしているボランティアグループです。主に婚活パーティーの開催を，道の駅湖畔の郷福富で行っております。
平成24年８月５日に第１回の婚活パーティーを開催しまして，今日に至るまでの取組を発表させていただきます。
「おせっかいおばさん」とは，メンバーは平均年齢65歳でおせっかいが大好きな主婦６人のグループです。私たち「おせっかいおばさん」の活動は，結婚を望んでいる独身の男女が１人でも多く結婚して幸せになってもらいたいと願い，婚活パーティー開催や登録制のお見合いなど出会いの場，出会いのきっかけづくりをして４年目になります。
今回６月に大変うれしいことがありました。先ほど知事さんからも紹介いただきましたけども，サポーターズ第１号に任命されまして，この広島県から後押ししていただける思いがけない出来事に，メンバー一同ほんっとにうれしくって続けてきてよかったなあっていうのが実感です。
これまで結婚したカップルは10組でした。うれしいことに11組になったんです。実は一昨日メールで８月２日に入籍しましたと報告があったんです。彼女たちは５回，５月，この今年の５月に婚活パーティーに参加の２人なんですけども，もう入籍してくれまして，９月に北海道で式を挙げるそうです。本当に勇気づけられる思いで今日ここに来ました。はい。
それから，24年度の活動になるんですけども，初めてのこの年は年に４回のパーティーを開催しました。参加者の年齢が30代後半から40代が多く，晩婚化の進行を実感しました。
私たちにとって毎回が初めての挑戦で経験でもあり，試行錯誤しながら無我夢中で行ってきました。会場にも季節の花を飾ったり，室内環境に四季折々の行事に合わせた雰囲気づくりなど工夫してきました。

２回目以降は東広島市のシティプロモーション認定事業として活動し，東広島市の広報誌にも案内を出してもらいましたが，まだまだ「おせっかいおばさん」自体の知名度もなく，信用度もなくって本当に参加者を確保するのに苦労しました。参加者の人からは「会場の雰囲気がアットホームでよかったよ。」とか，「また参加したいと思ったよ，おばさん。ありがと。」って言ってくれたり，おばさんのおせっかいが話しかけるきっかけになりよかったっていうアンケートに感想が書いてあったのが本当に勇気づけられました。

平成25年度の活動です。引き続き東広島市のシティプロモーション拡大事業として活動しました。８月は親の代理お見合い。情報交流会っていうのも初めてやってみましたけども，親御さんの思いとご本人さんの思いがやっぱり違う，ずれがあるっていう，マッチングするには難しいかなっていうのを感じました。

「おせっかいおばさん」の婚活パーティーは，身近で気軽に参加できるし雰囲気もいいという口コミもあってか，だんだん参加者が増えて男性はいつも抽選で決めるほど応募が増えました。また，女性参加者，親御さんたちからは行政の後押しがあり安心して参加できるといううれしい声も増えてきました。

平成26年度の活動です。主催，「おせっかいおばさん」。後援，東広島市の体制で行いました。今までパーティーを開催して気になっていたのですが，男性の参加者，すごく服装に個人差があるっていうか，どうしたらいいのかなあというので悩んだところで，そうよね，スーツかまたはブレザーを着用してもらおうということで，初めて服装の指定をさせてもらいました。すると，やっぱり感じのいい緊張感で引き締まり，雰囲気が変わってきました。
また，婚活パーティーに参加するに当たり，参加者全員，特に男性ですが心がけてほしいマナーや心得も話し，自分にあった人を選ぶという意識ではなく，相手の人から選ばれる自分になるにはどうしたらいいか。日ごろから意識してスキルアップする努力も大切なことを毎回話してきました。スタッフと参加者が一緒に共同で作業を行うようにしました。それは参加者人数が増えたこともありますが，お弁当やお茶を配ったりするお昼の準備や片づけ，また，パーティー終了後の机，椅子，シート，小物などの片づけを参加者同士のかけ合いや，指示，連携し合うことで参加者同士，スタッフみんなが距離が縮まって仲よく感じた一瞬でしたね。和気あいあいという感じで，ああ，これもよかったかなと思いました。
平成27年度の活動。５月と７月とパーティーを開催しました。７月に開催した時，参加者の皆さんの前で，ここの机に飾ってあるんですが，副会長の廣田さん，ちょっとこのサポーターズの第１号の表彰をしていただいたのを，皆さんの前でいただきました。本当にうれしかったです。これと，またやる気元気をもらいましたね。
それと，11月にもパーティーを開催する予定です。
えんむすびたい。そもそもパーティー参加後，あの人にもう１回会ってみたいと思っている人にフォローするきっかけはないかな，何とかないかねっていろいろ考えた末のこの登録制っていうのをやってみました。仕事の都合でパーティーに参加できない人や大勢の中は苦手という人のために，会員登録して個人的に紹介，お見合いをするシステムで，昔の仲人さんっていう役割をするのかなあと思っておりますけども，今年の９月で１年になりますが，既に２組が結婚されました。そしてうれしいことに今も順調におつき合いが続いているカップルが数組。そしてパーティーで参加されたカップルもそのまま継続的に続いているのが６組あります。

終わりに，パーティー開催では今日はどんな人に出会えるかな。今日もいい出会いがたくさんありますように。と，ほんと遠く離れて暮らしている我が子が久しぶりに帰ってきてくれるのを待ちわびている母親のような，そんな気持ちで毎回参加者の皆さんたちを迎えています。
結婚します，結婚しましたって報告があった時には，我が子が結婚した時以上に本当にうれしくって涙が出ました。――ごめんなさい。
こんな私たちでも役に立てるんだと思ったら，本当に鳥肌が立ってきました。
サポーターズ第１号になりテレビで何度か放映された時，それを見た参加者の彼女からメールが届きました。事例１の彼女です。テレビを見ました。おばさんの元気な姿に私も元気になりました。結婚したいと思っていてもどうしていいかわからず，さまよっている私たち若者にとっておばさんたちは本当にありがたいです。どうか元気でいてください。という内容でした。私は，さまよっているという言葉を選んで彼女が送ってくれたこの言葉がとても衝撃的で今も胸にしっかり残っています。この彼女ですが，３月に結婚するという報告が来ました。本当にうれしいです。

それから，テレビ放映後，栃木県，福岡ほか９県から全国からの問い合わせがあり，結婚で悩んでいる独身者，親御さんがたっくさんいらっしゃるということを実感しました。切実な悩み，話をたくさん聞かしてもらいました。
結婚問題を全国的に大きな問題だっていうことはマスコミでよく聞いているんですけども，こんなにまで本当に深刻に悩んでらっしゃるのかなあと感じた今回でしたね。だから行政と地域が本当に一体になって本気でこのことに取り組まないと大変なことになるんだっていうことを私たちこの「おせっかいおばさん」はこの活動を通して実感しました。
最後になりましたけども，ここで紹介したい人があります。寺脇さんご家族です。どうぞ。前に出てきてください。はい。（拍手）
これは４年前の第１回開催で出会ったお二人で，結婚第１回目の彼と彼女です。今は１歳１カ月のユウト君がいらっしゃるんです。この東広島のこの９月号の表紙になったのが彼です。１年経った彼です。うれしいでしょう。うれしいですよね。
（拍手）

本当にもう私たちも最高です。

４年前ね８月の初めてパーティーに参加してくれる前はまさかこういう家庭，ファミリーがね築けるなんて想像もしてなかったんじゃないかと思いますが，今はパパになりママになり，今のご感想いかがですか。

●寺脇さん（夫）
もう，私もこのように嫁さんと出会うのはこの「おせっかいおばさん」，松田さんが開いていただいた婚活パーティーで出会ったからこそで，そして子供のユウトが生まれたのもおかげさまでこのようになったのでないかなあと思いますんで，本当に感謝しております。

（拍手）

○事例発表者（松田）
お母さんから一言どうぞ。大変でしょ。
●寺脇さん（妻）

婚活っていうのも何かどうやってやったらいいのかわからない……
（拍手）

○事例発表者（松田）
はい，ありがとうございました。
こうしてね，形になってくれるっていうことは私たちにとっても，とても勇気づけられることなんです。次へ頑張ろうっていうね元気をもらいました。本当に今日はありがとうございました。（拍手）

ずっと応援してますからね。ほんと。ありがとうございます。

じゃあ温かい拍手で今一度送ってあげてください。
（拍手）

ありがと。ユウト君。

はい，今のようにね本当にこうしてカップルが生まれて結婚されてっていうね，長い道のりのようですけど，具体的に動いていただくことが本当にこうした形になるんだっていうことを改めて私たちも思いました。

はい。じゃあこれからもたくさんのカップルが増えるように頑張ります。体力が続く限り頑張りますのでよろしくお願いします。
（拍手）

ありがとうございました。

●知　事
松田さん，ありがとうございました。
まず，この，「おせっかいおばさん」というこの名前なんですが，あまりにもストレートなお名前じゃないかと（笑）なぜこの名前にされたんですか。
○事例発表者（松田）
そうですね，昔は地域におせっかいしてくださる仲人さんっていう方がたくさんいらっしゃっていて，そのおかげで私たちも結婚できたというのもあるんですが，今はその仲人さんという方がほとんどいらっしゃらない。人に頼まれたわけではないけれども，なんとかしなきゃいけない。おせっかいしたいよねと。断られても嫌がられてもいいじゃないという意味で，おせっかいっていうストレートな名前をつけました。
●知　事
それこそ，余計なおせっかいよっていうふうに，しばらく前だと言われたのではないかと思うのですが，結婚しなさいみたいな話はですね。

でも，どうしてこの「おせっかいおばさん」を，やろうと思われたのでしょうか。
○事例発表者（松田）
それはですね，私も長年勤めておりましたけれども，退職して，ふと地域を見た時，近所の子供さんとか知人を見た時，やっぱり年相応，それこそ30過ぎてもまだお一人の方がたくさんいらっしゃる。これ，何とかせにゃあいけんよねっていうときに，少子化問題，少子化対策という言葉がどんどんマスコミから入ってきたのですけれども，まず結婚をせんと子供は増えんじゃろうというのが単純にストレートに頭に入ってきて，だったら結婚支援で，出会いの場がないというけど，出会いの場をつくればいいのではないかというところで。それをきっかけに出会いの場をつくろうと決心したのです。
●知　事
ちなみに松田さんは，お仕事をされていたと思うのですが，すごくおせっかいなお仕事をされていたのですか。どんなお仕事なのですか。
○事例発表者（松田）
（笑）いえ。保育所に勤めておりました。
●知　事
あ，お世話はお好きなのですね。なるほど。
広島県でも，５年前に，ひろしま未来チャレンジビジョンというものをつくりまして，これはこの先10年間，広島県がどのような方向に進んでいこうかという計画なんですけども，中でも人口減少の話というのは非常に大きな課題として位置づけてありまして，例えばこれから向こう30年で，広島県の人口は大体50万人ぐらい減っていくんです。50万人。東広島市２個分ぐらいがですね。たった30年です。30年前っていつだったかっていうと，85年ですから，まだ皆さん記憶に新しい。ちょうどバブルが始まろうかというころですから，よく覚えてらっしゃるでしょう。そのときから今ぐらいまでの間に，これからですね，東広島２つが広島県からなくなってしまう。これは大変なことですね。大きな問題なんですけれども，それをご存じの方がたくさんいらっしゃるんです。でも，それに対して何かやろうと。少子化対策何かやろうと。いや，すごい。おせっかいしようというところからできるのですね。できることを始めようということで，実際にやっていただいた松田さん。保育士さんですから，確かにお世話好きな職業ではあるんですけれど，でも何かすごい特殊能力を持って「おせっかいおばさん」やられてるわけでもないって思うのですけれどもね。何かすごい特殊能力が必要ですか。
○事例発表者（松田）
それはやる気と元気と笑顔です。
●知　事
それはどなたでも持てますよね。
○事例発表者（松田）
はい。特別なものではありません。
●知　事
そうですね。それを実際にやられたところは，僕はすごいと思います。

少子化で困るよーと言って終わるだけではなくて，じゃあ，おせっかいしてみようということで，やっていただいてるということで，これが将来の東広島と広島県を救うことになりますよね。本当にありがとうございました。
寺脇さんご夫婦も，実際にこうやって来ていただきまして，本当にありがとうございました。

これからも，皆さんのおせっかいで広島県の人口減の対策に大きく貢献していただきたいと思います。よろしくお願いします。（拍手）

それでは松田さんにもう一度大きな拍手を。 
●知　事
今日は「おせっかいおばさん」の，皆さんに来ていただいておりますので，大きな拍手をお願いします。

（拍手）

○事例発表者（松田）

はい，ありがとうございました。
ここで，メンバーのちょっと紹介させていただきます。
廣田さんです。（拍手）

林さんです。（拍手）

三宅です。（拍手）

川崎です。（拍手）

正木です。（拍手）

よろしくお願いいたします。ありがとうございました。
（拍手）
●知　事
はい。ありがとうございました。

おせっかいも非常に希有な存在で珍しい，大変貴重ですね。皆さんもやってみたいとか思われたら，ぜひお声かけいただいて，ご参加いただければと思います。

事例発表②　
●知　事
それでは次の発表に移りたいと思います。
次の発表は，「三ツ城自治協議会」役員の竹岡訓子さんと福村博士さんでございます。

お二人のご紹介を改めてさせていただきますと，三ツ城地区におきまして住民同士が協力をして交流を深め，地域が一体となった誇りの持てるまちづくりをしようと取り組んでいらっしゃいます。

昨年度は西条中央にあります広島県最大級の前方後円墳ですね，古墳の三ツ城古墳を1,000本のキャンドルでライトアップをして伝統芸能の披露や地域活動の発表などのイベントを初開催され，なんと，3,000人の方がいらっしゃったということであります。
それで今日の発表のテーマは，「三ツ城自治協議会」主催行事『三ツ城古墳光の宴』です。それでは竹岡さん，福村さん，よろしくお願いします。
（拍手）
○事例発表者（竹岡）
皆様こんにちは。（「こんにちは」の声あり）三ツ城自治協議会文化部会長の竹岡でございます。今日は事務局長の福村さんと一緒に光の宴についてお話をさせていただきたいと思います。
先ほどの「おせっかいおばさん」のお話で心がホカホカしております。素敵ですね。どうぞよろしくお願いいたします。（拍手）
昨年の10月25日に，初めて，この絵にありますようにろうそくの明かりを三ツ城古墳に照らし，悠久の時をつくろうということで，スタッフがこうしようああしようというイメージを抱きながら計画をしていきました。ところがいざ当日になってみるとすごく大きな不安が走りました。本当に灯をともすことができるんだろうか。途中雨降ったらどうしよう。参加者の方，来てくださるんだろうか。あんなにやろうやろうと言っていたのですが，当日になると不安に見舞われました。
ところが，いざその時になってみるとイメージした以上の，先ほども知事がおっしゃっていただいた3,000人もの来場者の方があり，幻想的な雰囲気が大好評だったんです。

この光の宴については大きく分けて５つの取組があります。それをちょっと簡単に紹介させていただきます。

１つ目は悠久の時を照らす。場を照らす。明かりです。悠久の太古が感じられるよう古墳の上に約1,000個のキャンドルを並べてライトアップします。さらに古墳を，古墳の周りをこう，散策路があるんですけれども，そこにキャンドルを並べてろうそくの炎に癒されながらゆったり散策してもらえるようにしています。また，三ツ城自治協議会のエリア内にある広島大学のキャンドルサークル灯さんにもキャンドルを1,000個並べていただき，計2,000個のキャンドルで古代から現代をつなぐ悠久の時を感じるフィールドをつくりだしました。静かな音楽の中で全体的に厳かな雰囲気のイベントです。
２つ目は悠久の時のコンサートです。古墳で神事が行われていた，つくり出し部分を舞台として過去と現代が交錯する，そういう感じのコンサートを開催します。地域の伝統芸能や三ツ城小学校，今日も発表があります中央中学校，広島大学のサークルなど地域のさまざまな団体の方に演奏を披露していただいています。オカリナの澄んだ響き，地元出身の田岡隷山さんによる津軽三味線，篠笛の確かな旋律。さらに笙と篳篥による厳かな調べなど幻想的な明かりの中で奏でられる演奏がしばし時を忘れる，そんな感じです。

３つ目は歴史クイズです。広島県内の最大の三ツ城古墳という地域の宝について皆さんによーく知ってもらい，地域の誇りとしてもらうために，さらに今があるのは過去があるからだということも感じてもらうためにクイズラリー形式で古墳を紹介したり，東広島郷土史研究会のご協力を得て，三ツ城古墳についてステージや管理棟でさらに詳しく紹介していただいたりします。歴史班のスタッフの皆さんの身にまとった古代の衣装が当時の雰囲気を醸し出してくれます。

４つ目は作品展示です。作品展示には大きく分けて３種類あります。まず地域内の２つの保育所，三ツ城小学校，中央中学校の子供たちが夢と希望を描いた作品。そして，地域から募集した夢を形にした作品。ちょうど真ん中の大きな写真がそうですね。さらに開催当日参加者に楽しみながら作成したもらった作品。いずれもキャンドルの明かりを活用して光の宴を彩ります。今年はさらにパワーアップした作品が展示される予定で，現在着々と準備が進んでいるところです。

５つ目はおもてなしカフェです。交流スペースにおいて飲食物販売ブースを設け，和菓子，甘酒，お茶など光のイメージに合ったものを提供していきます。宴というとお酒がつきものという印象がありますが，アルコールはなくてもきっとすばらしい光と音の饗宴に皆様酔いしれていただけると思います。
以上が光の宴の５つの主な取組です。

では，なぜ私たちが三ツ城古墳で光の宴を開催したのか。福村さんにお話をしていただきます。

○事例発表者（福村）

それでは，この光の宴という活動を行うことになった経緯をご説明いたします。

東広島市には小学校区単位，住民自治協議会という地域を代表する47の自治協議会があります。今日皆さんがここにいらっしゃること，この下見の福祉会館はこの三ツ城小学校区で私たち三ツ城自治協議会のエリアとなっております。ここ三ツ城地区は学生さんや新規の住民が多く，町なか特有の地域のつながりが薄いという課題を抱えております。

そこで，この自治協議会として三ツ城古墳という地域の宝を活用した活動により，この課題解決に取り組むことにいたしました。

活動の目的は２つございます。１つ目はこの大きな行事を多くの地域住民が参加協力して行うことで，地域住民同士のつながりを強めること。地域総家族化と呼んでおります。
２つ目は古代の歴史を学びながら地域独自の新しい歴史，文化をつくり出すこと。つまり，古くて新しいまちづくりを行うことで地域住民が自分の町に誇りを持てるようにすることです。

この２つの目的を達成するため，将来的には広島県を代表するような，ちょっと大きく出ましたが，そのようなイベント活動を目指していきたいと思っております。

どうかその節は，知事，よろしくお願いいたします。（笑）
この光の宴を開催するに当たり，作品やステージ出演は地域の学校や地域の団体が中心となって参加していただいております。公園の活用ですとか資料の作成，周知などは市役所の関連部署や三ツ城地区に在住されております市の地域担当職員からも多くの支援をいただいております。特に古墳そのものに直接キャンドルを置くというイベントは全国にも例がございません。奈良県の明日香村も行ってみました。高松塚も。実際なかなかできないことです。これも市の教育委員会のご支援により実現することができました。そして何といっても運営スタッフが全て地域住民によるボランティアで行っているということです。これは光の宴の目的である地域のつながりのために地域のいろいろな人材が発掘され，これだけたくさんの方にご協力いただいてこそまさに人と人のつながり，これが本当に三ツ城地域の宝だと思っております。
地域のつながりをつくればさまざまな地域づくりへと発展しております。この光の宴において昨年は150人を超えるスタッフが集まりましたが，各分野の会員サークルや知り合いなど，１人ずつ声かけをしてきていただいて班員になっていただきました。集めるポイントっていうのは知り合いの連鎖だと思っております。参加スタッフが光の宴という一つの大きな目的を成功させることで喜びや達成感を共有し，連帯感が生まれ，新たな地域づくりのつながりが生まれました。
また活動の効果によりましては地域のさまざまな活動で活性化を促しておりまして，実際の成果として防災部会の設立ですとか，三ツ城地区全体でのグラウンドゴルフ大会の開催，とんどの復活などなど新しい地域づくり活動が次々と生まれております。

三ツ城地域がますます活性化してることを実感しております。

○事例発表者（竹岡）
このように，今までとっても希薄だった人のつながりの輪がじわじわと広がっているのを感じながら，私たちの先人がこの地に残してくれた三ツ城古墳という宝。地域の一人一人の皆様のやる気，本気，そして楽しもうという意欲。そういう人材の宝に感謝しつつ報告を終わらせていただきます。

今年は10月24日土曜日16時から開催しますので，湯﨑知事さん，（笑）そして今日ご参加の皆様もぜひお越しください。スタッフ一同，地域の者一同，お待ちしております。

なお，開催までの準備状況や当日の雨天順延等のお知らせなどはブログに掲載しておりますので，こちらのチェックもよろしくお願いします。

ご清聴ありがとうございました。
（拍手）

●知　事
竹岡さん，福村さん，本当にありがとうございました。

初めて，これは去年行われたと……。

○事例発表者（竹岡）
初めてです。
●知　事
その前は何か活動はされていたのですか。
○事例発表者（竹岡）
私たちの住民自治協は下見という，これまでがっちりしていた１つの地域と，それから中央で御薗宇地域だったり西条地域だったりした一部と，西条東の一部とが集まったので，全体で何かをするということはほとんどありませんでした。で，その，つながりもないし名前も知らない，そういうみんながつながりを持っていくのにはどうしたらいいんだろうなというところから，この宴というのを開催することにしました。
だから最初の大きなイベントだと思っています。

●知　事
なるほど。どうしたらいいのだろうというのは誰がお感じになってたんでしょうか。
○事例発表者（竹岡）
もともとはこの宴というのは中央というところの文化伝統部会で，今は三ツ城古墳といいますが，昔は三が城古墳とか三が城といって，名前が何で違うんだって。いろいろやってる中にこれを中央だけでなくてみんなでやっていきたいねというのが中央の文化伝統継承部会から上がってきました。それが全体のものになっていきました。で，地域の自治協の皆さんがやろう，やろう，やろうっていうところで，いろいろ課題もあるんですが，いろいろまだこれからね練り上げ，つくり上げながら地域をまとめていって盛り上げていきたいな。行く行くはさっき福村さんがお話をしてくださったように，「ああ，この地域に住んでよかった。」というのが１つと，今の子供たちが大きくなったときにああいうお祭り，宴があったよねって戻ってきくれるような，そんな宴にしたいと思っています。
●知　事
ちなみにこの古墳ができたころっていうのはひょっとしたらね，こういうふうにずーっと周りを明かりで飾ってたかもしれないですよね。
○事例発表者（竹岡）
そうなんです。
○事例発表者（竹岡）
はい。是非いらしてください。
（笑）
●知　事
ありがとうございます。いや，僕も見たいなと，本当に思うのですが。このイベントの中で，キャンドルをともすだけでなく，伝統芸能のコンサートがあったり，歴史クイズがあったり，作品をつくったり，保育所の皆さんにつくってもらったり，カフェもやったりとか，いろいろな工夫をされてますよね。
それがまた，いろいろな地域の活性化につながって，防災部会ができたり。とんどが復活したりとか。グラウンドゴルフ大会をやったりとか。
○事例発表者（竹岡）
そのほかもさまざまなものが生まれているし，例えばここでは健康踊りみたいなこともやっているのですが，今まで下見地域でやってらっしゃったのが，合流をして一緒にやるとか，我々は一つの地域だという感覚が芽生えてきてる。そう思います。
●知　事
もともと，いくつかの地域が，いわゆる寄せ集めであまり活動がなかったのがどうしたらいいのかなというのが狙いどおりに，一体化をしていったということで，本当にすばらしい取組なんじゃないかなあと思います。竹岡さんも何かこの特殊な職業をやられていたとか，そういうことは。

（笑）
○事例発表者（竹岡）
昔は教師をしていました。

●知　事
あ，先生ですね。

○事例発表者（竹岡）
でも，地域を留守ばっかりしていて，ほとんど地域のお役に立つことをしないできました。お名前も十分知らない，どんな活動があるかも知らなかったのですが，これをやらせていただいて皆さんとつくり上げていく中で一緒にイメージをしていく中で，私自身が地域の方とのつながりができてきました。

●知　事
ありがとうございます。いろいろ地域の悩みもありますけれども，ここの地域は縁が薄くてもう活動が何もないんだよと文句だけ言ってたらそれで終わりなんですよね。光の宴をやろうって言ったときによくありがちなのが，そんなの大変だから面倒くさいよとかね，できるわけないじゃんとかね。あとはとりあえず火だけともして終わろうかとかですね，（笑）いろいろあると思いますけれども，それを，いやいやこうしようああしようと皆さんがまた力を合わせてやることが，だんだんと輪になって広がっていったのではないかと思うのですけれど。

○事例発表者（竹岡）
それともう１つ，外してはいけないな，ありがたいなと思ってることは，地域に住んでらっしゃる市に勤めてらっしゃる皆さんが，市の職員の方がいろいろ地域の住民と行政との懸け橋になっていただいて。

住民がやりたいって言ったら，ここにこういう器具があるとかこういうものを使ったらいいよとか，こんなチラシがつくりたいんだけどって言ったら……
●知　事
いろいろな知恵を。

○事例発表者（竹岡）
そうなんです。知恵をいただきました。力をいただきました。勇気をもらいました。
●知　事
なるほど。あとで市長にお伝えしときますね。（笑）ありがとうございました。

この光の宴という１つのきっかけから，さまざまな地域活動を活発にされている，「三ツ城自治協議会」の皆さん。今日は代表で竹岡さんと福村さんに来ていただきましたけれども，お二人にもう一度大きな拍手をお願いをします。

（拍手）

ありがとうございました。
事例発表③　
●知　事
それでは，続いていきたいと思います。次は東広島市立中央中学校３年の岡田順行君と下田怜奈さんにお願いをいたします。

お二人のご紹介ですが，２人が通っています市立中央中学校では，平成23年に開校しました。それ以来，和心を育成する和文化学習に取り組んでおられます。中でも11曲の童謡唱歌をメドレー構成にした日本の歌・四季の，これをですね全校で合唱するという活動は日本の童謡文化の歴史に貴重な足跡になるというふうに評価をされまして，平成25年度日本童謡協会の『日本童謡賞特別賞』を受賞されたということであります。

今日の発表のテーマは，『New Development～新たな発展に挑戦～』です。

それでは，よろしくお願いします。（拍手）

○事例発表者（岡田）
東広島市立中央中学校３年の岡田順行です。

○事例発表者（下田）
同じく下田怜奈です。よろしくお願いします。

（拍手）

○事例発表者（岡田）
中央中学校は平成23年東広島市で14番目に開校した新しい学校で，今年で５年目の学校です。

校訓は，和心，礼節，進取です。

○事例発表者（下田）
平成24年には私の兄がこのチャレンジトークに参加し，新しい歴史と伝統を築くためにゼロからのチャレンジを発表しました。

あれから３年。妹の私も中央中学校の生徒会で頑張っています。

○事例発表者（岡田）
今日は，ニューディベロップメント・新たな発展，生徒会の取り組み・創造から伝統へ・日本の歌・四季の取り組み，地域の中心としての学校の取り組みという３つの柱で発表します。

○事例発表者（下田）
初めに，生徒会では新たに発展させるため，夢，挑戦，感謝，自立をキャッチフレーズとしてさまざまな活動を行っています。

委員会活動では各委員会がみんなの学校生活をよりよくするために，いろいろな取り組みを考えて活動しています。その１つとして委員会によるさまざまなコンクールを行う，チェンジフォーザベターグランプリ，略してＣ・Ｂグランプリを行っています。これは委員会から提案されたコンクールで，クラスや学年が競いポイントをためていきます。１年間通して一番たくさんポイントがたまったクラスが優勝となります。

次に，生徒会執行部の呼びかけで東日本大震災の復興支援を行ないました。市内の中学校で一番の支援を目標にして行いました。その結果，11万4,000円の義援金を集めることができました。

また，中央中学校いじめゼロ宣言の発表も行いました。中央中学校ではいじめを絶対に許さないという思いをもう一度全校生徒で共有しました。生徒会執行部が先頭に立ってみんなでいじめをなくそうという強い気持ちを持っています。

○事例発表者（岡田）
次は，創造から伝統へ，日本の歌・四季の取り組みについてです。

中央中学校には校訓の一つである和心をもとに，開校以来歌い継いできた日本の歌・四季があります。11曲の季節感あふれる日本の歌を１年生の時から歌ってきました。この日本の歌・四季を歌うことで和心や四季の美しさを感じてきました。

僕たち５代目は，これまでを引き継ぐだけでなく，さらに新たなものをつくっていこうと頑張っています。今年は，さらに発展させたものを完成しようと二部合唱に取り組みました。僕は，５代目の指揮者として引き継ぎ式や鯉のぼりの指揮をしました。これまでに鯉のぼりと花を全校生徒と保護者に発表しましたが，文化祭や卒業式では最高の発表になるよう，これからも挑戦し続けていきます。

ほかにも和文化学習として，茶道，筝にも取り組んでおり，文化祭で発表しています。たくさんの地域，保護者の方々が来てくださっています。

最後は，地域の中心としての学校についてです。開校５年，中学校の活動を通して地域の方々ともっとかかわろうとする動きも出てきました。地域の祭りで演奏を行ったり，敬老会で筝の演奏をしたりしました。

また，地域のごみ拾いや清掃活動に参加する部活ボランティアを行うようになりました。
○事例発表者（下田）
保護者，地域の方も朝の挨拶運動やアルミ缶回収に参加してくださっています。私も清掃に参加しましたが，地域の方に「ありがとね。」と言われたときは，やってよかったと思いました。

中央中学校があることで新しいつながりが生まれ，地域に元気が出てきました。

これからも地域の宝となるよう，取り組んでいきたいと思います。

○事例発表者（岡田）
これで終わります。

○事例発表者（下田）
ありがとうございました。

（拍手）

●知　事
岡田君，下田さん，ありがとうございました。

新しい学校ですが，いろいろな活動が始まってきていますが，それはどういうふうにつくっているのですか。

○事例発表者（下田）
学校全体でみんなが高い意識を持って，いい伝統をつくっていこうという思いで頑張っています。

●知　事
そういうベースがあるわけだね。じゃあ，ああいうことをやろう，こういうことをやろうというのを生徒会でいろいろ議論してやっているのですかね。

みんながそれには賛同して参加してくれると。

地域の活動もみんなが入学してから新しく始まったような活動なんですか。清掃活動とか。

○事例発表者（岡田）
地域の活動はおととしぐらいから部活単位でやるようになりました。

●知　事
それは誰かが提案したの。よく経緯は知らない。

○事例発表者（岡田）
はい。知りません。
●知　事
でも，本当に次々とこの新しい活動が生まれて，またこの日本の歌も，引き継ぐだけじゃなくて新しく発展させようということで，皆さん頑張ってるということは，みんなが，みんなの成長が学校の発展になって学校の発展がみんなの成長になっているという，そんな感じを，多分大人のみんなは，受け止めているのだと思うんですけれども，ちなみにお二人は，職業はもちろん学生ですけど，なんかすごいね，はきはきして，しっかりとして素晴らしい。何か特殊な教育を受けられてるとか，（笑）そういうことはないですか。（笑）

○事例発表者（岡田）
ありません。

●知　事
はい，ありがとうございました。

本当に楽しみですよね。この新しい東広島市は，新しく人口も増えて発展してるところですけども，そこに新しい中学校ができて，そこにこうやってしっかりとした，生徒さんが生まれて，兄弟でも頑張ってくれて，活躍をしてくれるということで東広島の将来を，先取りしてるような，明るい将来をつくってくれてる皆さんじゃないかなというのがよくわかりました。

その代表で今日は発表いただきました岡田君と下田さんに，改めて大きな拍手をお願いをいたします。

（拍手）

●知　事
はい，ありがとうございました。

事例発表④　
●知　事
それでは，次は最後の発表になります。

次の発表は，県立西条農業高校３年生の平賀進之助君にお願いをしたいと思います。

平賀君は，西条農業高校の農業機械科に所属をして，木質系バイオマスエネルギー利用に向けた研究というテーマで課題研究を進められています。

木質系バイオマスエネルギーが何かということについては，多分，説明があるのではないかと思いますので，説明はいたしませんけれども，なかなか高度な研究じゃないかと思いますが，昨年度は，スーパーサイエンスハイスクール米国研修に参加をして，シカゴ農業高校，イリノイ州立大学でご自身の研究を英語で発表されたということであります。

「おおーっ。」と，どよめきが起こりましたね。

今日の発表のテーマはエネルギー問題に向けた私の挑戦です。
それでは，よろしくお願いします。

（拍手）

○事例発表者（平賀）
私は，広島県立西条農業高等学校農業機械科３年，平賀です。よろしくお願いします。（拍手）

さて，皆さん。突然ですが，私は将来世界を変えるような研究者になりたいと思っています。（拍手）

このことについて，今日は述べさせていただきます。

まず，私がそう思うようになったきっかけは，祖父の存在です。祖父は機械の設計をしており，祖父の部屋にはたくさんの図面や試作品が所狭しに並んでおり，小さいころから試作品に興味を持っていた私は，祖父を質問攻めにして困らせていたのを覚えています。

その祖父の部屋は，幼かった私にとって，宝島のような場所でした。祖父によくラジコンやプラモデルを買ってもらっては昼夜問わず睡眠もとらず完成させるのに頭がいっぱいでした。ここが私の出発点です。

そして，機械に興味を持った私は，西城農業高校に進学し現在農業機械科で学んでいます。農業機械科では農業機械に限らず，ものづくり全般を学びます。１，２年生で基礎的な技術，知識を身につけますが，技術や知識だけでなく研究活動として２，３年生ではＳＳ課題研究という授業があります。ここで私はエネルギー問題解決に向けたエタノールの燃焼実験や稲わらを使ったバイオエタノール生成方法について研究しています。

研究内容を簡単に説明しますと，稲わらを粉砕，糖化，発酵，蒸留させることでバイオエタノールができますが，特に私は，いかに細かくより効率よく粉砕できるかを研究しています。

この研究に取り組む中で，バイオエタノールを実用化するための大きな課題としてコストダウンがあることがわかりました。バイオエタノールを大量に生産するためにはどうしても設備投資にお金がかかってしまいます。私は設備投資のコストを下げることが実用化に向けた第一歩であると考えています。

さて，エネルギー問題は地球規模の問題であることは皆さんご存じのとおりですが，私はそれを実際に体感することができました。それは２年の時にＳＳＨの取り組みで行っているアメリカ合衆国研修に応募し，学校の代表として２週間滞在したことです。アメリカでは現在約10％のエタノールをガソリンに混ぜていることや，広大な土地に300基を超える風力発電機，日本では考えられないほどの規模での農業など，驚きの連続でしたし，これが世界なんだと実感しました。

また，アメリカではシカゴ農業高校で授業体験やホームステイをさせていただいたのですが，実は昨日から２週間の予定で生徒８名，先生２名が来日されており，本日はあちらにシカゴ農業高校の先生２名がいらっしゃっています。

（拍手）

ありがとうございます。

そのほかにもイリノイ州立大学，イリノイ大学での英語によるプレゼンテーションなど経験し，私の器の小ささやもっとグローバルに活躍していかなければいけないということを痛感しました。

これらの経験を踏まえて，バイオマスエネルギーの実用化などのエネルギー問題解決に取り組み，グローバルに活躍する研究者になりたいと思い，大学進学を決めました。

私の目標は世界ですが，その原点は日本であり，広島であり，東広島です。

私をここまで育ててくれた地域に感謝し，いつか恩返ししたいと考えています。

以上です。ご清聴ありがとうございました。

（拍手）

●知　事
ありがとうございました。平賀君も，何か高校生とは思えないような（笑）発表をされますね。何か特殊な教育を受けておられるのですか。

○事例発表者（平賀）
部活で科学部みたいなのをやっていて，そちらでも大学などで発表したりして，発表の練習は何度もしました。

●知　事
なるほど。ありがとうございます。

僕の期待としてはね，スーパーサイエンスハイスクールです（笑）と言ってくれるかなと思ったのですが，でも本当にしっかりと勉強してもらってますね。今は農業機械科だけれども，どちらかというとエンジニアリングですよね。
○事例発表者（平賀）

そうです。
●知　事
機械，マシンなんですが，今度はバイオマスを研究したいと。これはどちらかというと化学の方面になってくるのですか。
○事例発表者（平賀）
すいません。でも，私がやりたいと思っているのは確かにバイオマスなんですよ。でも，その中でも設備のほうの技術を開発したりしたいなと考えています。

●知　事
なるほど。さっきおっしゃってましたものね。そのコスト削減のために設備が重要であるというか。まあ要するに低コストの設備をつくるということですね。
○事例発表者（平賀）
はい。
●知　事
具体的にはどんなものなんですか。今何かこう携わってみたいなということは…。

○事例発表者（平賀）
今は，いかに早くつくるかというのを考えていて，実際に今やっているのはミキサー，市販のミキサーを使って稲わらを粉砕したりしているんですけど，まだまだ課題がたくさんあって，安くつくるためには実際に普通に使われているようなものを使ってやってみるのが一番と考えて，ミキサーや，あと，石臼であったりを使ってやってみています。
●知　事
なるほど。高価なこの機械を使うんではなくて，いかに既にある低コストな，開発コストがあまりかからないということ。そういうことを利用してできるかと。

バイオマスっとうのは，今もご説明ありましたけど，稲わらとか，あるいは木のチップ……木をあるいは粉砕して粉にしたりして……。使い方はいろいろあるのですが，エタノール――簡単にいうとアルコールにしたりとか，あるいは固めて石炭と一緒に燃やしたりとか，これからの世界が直面するエネルギー問題，それを解決をしていこうということでですね，頑張ってくれるという。

ちなみにおじいさんもエンジニアだったんですか。

○事例発表者（平賀）
はい。
●知　事
何か平賀君という名前とか，ついなんか……平賀源内を思い出すでしょ。（笑）縁がないわけじゃないですよ。平賀源内は広島と，とてもご縁がありますので。そういう家系じゃないですよね。
○事例発表者（平賀）
多分違うと思います。

●知　事
（笑）すみません。変なことを聞きました。

でも，こうやって具体的な目標を持って頑張ってくれるというのは頼もしいじゃないですか。今日の中学生のお二人もそうですけど。東広島の出身なんですよね。

○事例発表者（平賀）
出身は神奈川のほうなんですけど。でも，もうすぐに小さいころにこっちに移ってきたので。心の故郷は東広島です。

●知　事
（拍手）いやもう，わかったわかった。もうね，もう四の五の言わなくていいから出身は東広島です。と言えばいいです。（笑）

はい，ありがとうございます。

でも，東広島の何か若い子，頼もしいですよねー。本当にうれしくなりますけど。

それでは，今日とても立派な発表をしてくれました平賀君にもう一度大きな拍手をお願いをいたします。

（拍手）

○事例発表者（平賀）
ありがとうございました。

●知　事
ありがとうございました。

○司　会
ありがとうございました。

以上で，予定の事例発表は終了となります。すばらしい発表を本当にありがとうございました。もう一度大きな拍手をお願いいたします。

（拍手）
閉　　会
○司　会
それでは，ここで，湯﨑知事に本日のまとめをお願いいたします。

●知　事
今日は本当にありがとうございました。若干時間オーバーしつつあるところですけれども，今日の発表も，皆さんいかがだったでしょうか。

（拍手）

ありがとうございます。この，中学生，高校生の３人の発表も本当に何かこう明るい未来をつくってくれるんじゃないかっていうのがとっても実感できるような発表をしてくれたと思います。

そしてまた，「三ツ城自治会」の竹岡さん，福村さん。そして，「おせっかいおばさん」の松田さん。何か日常に課題はたくさんあるじゃないですか。多くは，結構見過ごしたり，あとは不平不満で終わったりすることが多いのだと思うんですよね。これは『どうなっとるんかいのう』とか言ってそこで終わっちゃうんですけど，あるいは『うちの地域はまあつながりが薄いのう』で終わってしまうところが，でもこの少子化問題，私たちにできることは何だろうと思って，『ねえねえ何ができるかなあ。おせっかいをちょっとやってみましょうよ。』あるいは，『この古墳ライトアップっていう案，これいいなあ。これをやってみようよ』と言って，このアクションを踏み出すところが。

実はお昼に，松田さんとちょっとお話をしてるときに，最初は『何とかしたいね』っていうのを相談をしたと。今日ご一緒のお友達に相談をしたというところから始まったのですよね。それがどんどんどんどん広がって，今もう10組も結婚を成立させて，本当にすばらしいところにつながってるわけですけれども，そういうふうにこうちょっとした一歩を踏み出すことによって，それがどんどんこの輪が広がって，活動が広がってですね，三ツ城の場合には新しい活動がどんどん生まれてるということじゃないかと思います。
それぞれの学校だとか職場だとか地域とか，見過ごしてることを見過ごさないで，『ああ，こうなったらいいのにな』というのを思うだけじゃなくて，何かこう，ちょっと一歩踏み出してみることによって何か大きく変わっていくという事例を教えていただいたのではないかなと思います。

それぞれ，誰にでもできることはあるんじゃないかというふうに思いますので，皆さんもそれを発見をして，ぜひ，何か１つ新たな一歩を踏み出していただければすばらしいのではないかと思います。

その一歩ずつが大きく集まると広島県が大きく変わっていくと。東広島市が大きく変わっていくということではないかと思います。

それを今日，教えていただきました発表者の皆さま。４組の発表者の皆様に改めて大きな感謝の拍手をお送りしたいと思います。本当にありがとうございました。

（拍手）
はい。以上で終了ですけれども，１つだけ皆様にお願いがございます。

去年の８月の災害。ちょうどおとといでですね，一周年を迎えたという，皆さんご存じのとおりでありますけども，災害で75名の多くの方がお亡くなりになられたわけであります。

こういった災害を二度と発生をさせないということで，広島県では，防災・減災対策にこれまで以上に力を入れて取り組んでいるわけですが，特に，災害に強い広島県を，実現するためには，やはり県民の皆さんお一人お一人の行動というか意識が大きな役割を担っていると思っております。それをみんなで防災意識を高めて実際に行動につなげていこうと，広島県「みんなで減災」県民総ぐるみ運動を４月からスタートをさせているところですが，お手元にお配りさせていただいてますけども，この運動では，行動目標を５つ定めています。特に，大雨が多いこの時期。きのうも県内で大雨注意報が出てますけれども，この時期には身の回りの土砂災害であるとか洪水の危険箇所，避難場所，避難経路などをまずは知るということが大変重要であります。災害危険箇所や避難場所につきましては，県民総ぐるみ運動・知るというキーワードで検索をいただくか，市役所などでご確認をいただければと思います。

皆さんも，ご家庭や職場，あるいは地域で，ぜひ今一度，こういった確認をお願いできればと思います。

それでは以上であります。本日はどうもありがとうございました。

（拍手）

○事務局
知事，申しわけありません。すいません。私たち事務局のほうから１つだけ会場の皆さんにお知らせをさせていただいてもよろしいでしょうか。

●知　事
あ，もう１つ。はい，わかりました。

○事務局
私は，県の広報課で県の公式フェイスブックとツイッターの担当をしております寺本と申します。

さて，突然ですが，皆さんは，広島県の公式ＳＮＳの存在はご存じでしょうか。

広島県では，フェイスブックやツイッターといったＳＮＳを活用して，県政情報や，防災情報ほか，県内のイベントやグルメ，お出かけ情報や観光情報などなど，皆さんの暮らし役立つ情報を日々発信しています。

ちなみに，聞いてみるのですが，この中で，広島県のフェイスブック，ツイッター。『一度でも見たことがあるよ』という方はいらっしゃいますでしょうか。（拍手）

いらっしゃる。ありがとうございます。ちらほら手が挙がっておりますけれども，広島県のＳＮＳ，知らなかったという方は，ぜひ広島県のページに，「いいね！」またはフォローをしていただければと思います。

本日，お配りさせていただいております封筒の中にもオレンジ色のフェイスブック，ツイッターのチラシを入れておりますので，フェイスブックやツイッターをやってなかったという方は，ぜひこの機会にご登録していただければと思います。

どうやって登録したらいいのかわからないという方は，私たち事務局がこの会の終了後も会場におりますので，どうかお気軽にお声がけいただければと思います。

これからも，皆さんの生活のお役に立てる情報を１人でも多くの方にお届けするべく，また，本日のチャレンジ・トーク同様，広島県の元気を発信し，どんどん盛り上げるべく頑張ってまいりたいと思いますので，ぜひとも皆様のお力もお借りできればと思っております。

以上です。知事，お時間いただきありがとうございました。（拍手）
○司　会
すいません。事務局からもお知らせのお時間いただきまして，ありがとうございました。

以上をもちまして，湯﨑英彦の地域の宝チャレンジ・トーク，閉会といたします。
どうもありがとうございました。
（拍手）

ありがとうございました。なお，ご来場時にお渡しいたしましたアンケートを出口で回収させていただきますので，よろしくお願いいたします。
ありがとうございました。どうぞ，お気をつけてご退席，お帰りください。ありがとうございます。
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